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遠
く
を
望
む
雪
山
、
た
お
や
か
に
流

れ
行
く
母
な
る
最
上
川
、
天
は
全
て
に

平
等
に
春
を
誘
い
、
光
が
暖
か
さ
を
連

れ
、
大
地
の
肌
と
樹
幹
の
根
は
雪
を
溶

か
し
、
新
し
い
生
命
を
誕
生
さ
せ
、
も

ど
か
し
げ
に
待
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
多

く
の
生
命
に
力
を
与
え
、
野
鳥
の
さ
え

ず
り
と
迸
る
雪
解
け
水
、
春
の
山
・
里

に
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
が
始
ま
る
。

　

山
形
県
倫
理
法
人
会
、
多
く
の
先
輩

諸
兄
の
ご
努
力
で
、
昨
年
度
ま
で
に
七

つ
の
法
人
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
挙
に
噴
火
を
す
る
が
ご
と
く
、
多

く
の
仲
間
が
生
ま
れ
、
力
強
い
足
音
に

鼓
舞
さ
れ
、
喜
び
を
戴
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
年
十
月
に
山
形
県
準
倫
理
法

人
会
が
設
立
さ
れ
、
今
年
創
立
十
五
年

を
迎
え
、
本
日
山
形
県
倫
理
法
人
会
会

報
誌
を
発
刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

発
刊
が
出
来
ま
す
こ
と
、
多
く
の
新
旧

メ
ン
バ
ー
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成
十
五
年
の
重
要
な
事
業
と
し
て

会
報
誌
が
予
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
単
会
の
事
業
や
情
報
を
全
会
員
に
お

伝
え
し
、
各
単
会
の
内
容
の
充
実
と
会

員
の
お
力
に
な
れ
る
執
行
を
模
索
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

ソ
リ
ダ
リ
テ
ィ
ー
（
関
係
か
ら
連
携
）

へ
と
倫
理
の
友
の
絆
を
高
め
て
い
た
だ

き
、
新
た
な
会
員
の
仲
間
が
増
え
る
こ

と
に
繋
が
る
よ
う
、
こ
の
会
報
誌
に
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

会
報
誌
名
は
役
員
会
に
て
『
最
上
川
』

と
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多

く
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
中
よ

り
、
山
形
市
倫
理
法
人
会
を
採
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
応
募
い
た
だ

き
ま
し
た
各
単
会
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
最
上
川
は
西
吾

妻
山
（
標
高
二
、
〇
三
五
ｍ
）
を
源
流

と
し
て
発
し
、
大
江
町
の
海
牛
化
石
に

見
ら
れ
る
が
ご
と
く
歴
史
も
太
古
の
世

界
か
ら
始
ま
り
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終

着
地
と
し
て
、
酒
田
を
基
点
と
し
て
最

上
川
舟
運
の
限
り
な
い
影
響
、
山
形
の

文
化
の
源
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
母
な
る
川
〝
最
上
川
〞
の
ご
と

く
、
会
報
誌
が
山
形
県
倫
理
法
人
会
の

源
と
し
て
、
我
が
故
郷
が
喜
び
と
誇
り

を
も
っ
て
過
ご
せ
る
風
土
に
貢
献
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
会
員
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
今
年
度
、
長
井
市
に
新
た
な
仲

間
の
出
会
い
を
求
め
、
八
四
二
社
の
ソ

リ
ダ
リ
テ
ィ
ー
を
目
標
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

人
間
は
善
を
目
指
し
て
生
き
る
こ
と

に
自
然
と
な
っ
て
い
る
。
又
、
倫
理
と

し
て
の
徳
を
得
る
に
は
他
者
を
必
要
と

す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
よ
く
生
き
る
為

に
己
の
倫
理
力
を
注
ぎ
、
自
己
の
実
践

力
を
高
め
、
故
郷
に
貢
献
し
、
友
を
求

め
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

卯
月
の
風
は
、
新
し
い
生
命
を
産
み
、

春
を
誘
い
、
躍
動
と
出
発
の
力
を
与
え

て
く
れ
る
。
こ
の
卯
月
・
四
月
、
会
報

誌
『
最
上
川
』
を
発
刊
出
来
ま
す
こ
と

に
再
度
感
謝
を
申
し
上
げ
、
会
員
企
業

の
ご
繁
栄
と
ご
家
庭
の
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　

拝

　

尚
、
表
紙
題
字
『
最
上
川
』
は
寒
河
江　

　

市
倫
理
法
人
会
会
長
中
村
俊
光
氏
に　

　

揮
毫
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

「
始
め
良
け
れ

ば
、
終
わ
り
良
し
」

職
場
の
活
性
化
を

は
か
る
に
は
、
「
朝

礼
」
が
一
番
。
こ
ん
な
思
い
で
、
各
社

と
も
、
朝
一
番
の
ス
タ
ー
ト
の
工
夫
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

当
初
、
「
職
場
の
教
養
」
を
使
い
始

め
た
頃
は
、
朝
礼
指
導
も
受
け
な
が
ら
、

「
一
つ
の
型
」
に
当
て
は
め
な
が
ら
、

「
正
確
さ
」
を
大
事
に
し
て
行
な
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
少
し
慣
れ
る
に
つ

れ
、
人
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

最
前
列
と
最
後
尾
で
は
、
声
の
大
き
さ

が
ま
る
で
違
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し

た
。
こ
れ
で
は
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
、

研
究
所
の
先
生
に
ご
相
談
し
、
朝
礼
の

ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
先
生
の
指
導

は
、
全
員
の
顔
が
見
え
る
よ
う
、
丸
く

輪
に
な
っ
て
や
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
よ
う
や
く
形
は
整
っ

た
の
で
す
が
、
今
度
は
新
た
に
、
テ
ン

ポ
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
気
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
「
機
敏
さ
、
爽
や
か
さ
」

が
今
ひ
と
つ
な
の
で
す
。
単
に
「
大
き

な
声
」
が
出
せ
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と

で
も
な
い
よ
う
で
す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
良

く
、
み
ん
な
の
呼
吸
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

「
朝
礼
の
ス
タ
イ
ル
」
だ
け
で
良
し
と

せ
ず
に
、
今
度
は
、
「
職
場
の
教
養
」

本
の
中
味
か
ら
学
び
取
る
方
に
軸
足
を

移
し
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
で
よ
う
や
く
、

マ
ン
ネ
リ
化
か
ら
脱
却
が
図
れ
、
最
後

に
社
長
が
輪
読
の
内
容
に
つ
い
て
、
気

付
い
た
こ
と
な
ど
、
必
ず
述
べ
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
、
職
場

の
主
役
で
あ
る
と
い
う
意
識
と
自
覚
を

持
っ
て
、
さ
ら
な
る
効
果
が
出
る
よ
う

に
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
陰
様
で
米
沢

市
倫
理
法
人
会
は
、

本
年
五
月
十
九
日

で
満
五
歳
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
設
立
の
際
に
は
、

多
く
の
方
々
に
並
々
な
ら
ぬ
御
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
ま
ず
は
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

五
年
の
月
日
を
重
ね
て
、
そ
の
成
果

を
問
わ
れ
る
と
チ
ョ
ッ
ト
辛
い
の
で
す

が
、
実
践
し
た
こ
と
と
い
え
ば
現
金
支

払
比
率
を
七
〇
％
に
し
た
こ
と
く
ら
い

で
し
ょ
う
か
。
支
払
日
を
遅
ら
せ
ず
、

手
形
を
出
さ
ず
、
〆
後
二
十
七
日
の
現

金
支
払
い
を
実
施
し
ま
し
た
（
三
〇
％

は
手
形
を
歓
迎
し
て
い
る
た
め
、
一
〇

〇
％
は
未
完
）
。
す
る
と
価
格
は
安
く

な
る
し
、
良
い
情
報
が
優
先
的
に
入
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
鋼
材
が

中
国
の
活
況
で
品
薄
に
な
っ
て
お
り
入

荷
が
遅
れ
が
ち
な
の
で
す
が
、
他
社
で

は
入
ら
な
い
商
品
が
、
な
ぜ
か
当
社
で

は
入
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

「
お
金
を
生
か
す
」
こ
と
な
ど
私
に

は
な
か
な
か
出
来
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
喜
ん
で
支
払
う
く
ら
い
な
ら
で
き

る
と
思
っ
た
成
果
で
し
た
。

　

寄
付
金
は
会
社
の
使
命
感
と
し
て
新

聞
紙
上
に
名
前
を
連
ね
る
の
も
結
構
で

す
が
、
街
頭
募
金
は
楽
し
い
と
思
い
ま

す
。
透
明
の
箱
に
は
た
い
て
い
小
銭
し

か
入
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
こ
に
お
札

を
入
れ
る
と
、
う
し
ろ
か
ら
「
お
お
っ
！
」

と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
す
。
そ
こ
を
振

返
ら
ず
に
去
っ
て
い
く
と
、
子
供
の
こ

ろ
の
憧
れ
だ
っ
た
月
光
仮
面
に
な
っ
た

よ
う
な
気
分
が
味
わ
え
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
社
員
の
子
供
へ
入
学
祝
い
を

す
る
と
、
手
を
掛
け
ず
と
も
、
自
分
の

子
供
が
増
え
た
よ
う
な
幸
福
感
が
味
わ

え
ま
す
。

　

米
沢
で
は
今
、
普
及
拡
大
に
苦
戦
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
大
変
な
徳
力

と
労
力
が
必
要
で
す
。
力
不
足
の
私
は

広
報
活
動
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
人

に
幸
せ
に
な
る
キ
ッ
カ
ケ
創
り
が
で
き

た
ら
と
考
え
広
報
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
報
誌『
最
上
川
』

　
　
　

発
刊
に
よ
せ
て

山
形
県
倫
理
法
人
会
会
長　
　

近　
　
　

清　

剛

我
が
社
の
朝
礼

倫
理
と
出
会
っ
て

我
が
社
の
朝
礼

株
式
会
社
竹
原
屋
本
店

　

代
表
取
締
役
社
長　

五
十
嵐　

慶　

三

　
　
　
　
　

（
前
山
形
県
倫
理
法
人
会
幹
事
長
）

株
式
会
社
竹
原
屋
本
店

　

代
表
取
締
役
社
長　

五
十
嵐　

慶　

三

　
　
　
　
　

（
前
山
形
県
倫
理
法
人
会
幹
事
長
）

米
沢
市
倫
理
法
人
会

　

広
報
委
員
長　

中　

村　

恵　

一

米
沢
市
倫
理
法
人
会

　

広
報
委
員
長　

中　

村　

恵　

一

倫
理
と
出
会
っ
て

（

）
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①株式会社マルナカ中村商店　代表取締役社長

②ある朝、私は「人を変えるよりも自分を改める」と

の出会いから生き方が変わりました。

　これを期に、「楽しく暮らす、幸福に生きる」を人

生の望みとして定め、心の奥深く刻み込みました。そ

れまでは苦痛に感じていたＭＳや日々の実践が雨後の

晴れ間のような爽やかな気持ちに変わり、実にた易く

取り組めるようになりました。

　以来14年間を振り返ると、朝起き、清掃、気づき

による即行即止、挨拶、返事、礼儀、姿勢（立腰）、

手紙、整理、後始末、早い支払い、即断即決、墓参、

感謝、家族愛等数々の小さな実践の軌跡がよみがえり

ます。この過程で己のみの幸せから夫婦親子、社員そ

して倫友はもとより近隣の人々の幸せを考えられる自

分の存在に我ながら驚いています。しかし、本当の幸

は、明るく穏やかな安心できる社会の中にあるものと

思います。日本創生に向けて先ずは山形創生の輪を拡

げるよう未来にむかって、努力を積んで行きます。

③『念ずれば花開く』

①新産業開発研究所　代表

②58才まで会社経営をつづけてきました。常に人と

人との問題のみの会社でありました。自分にはリーダ

ーとしての資格がないと感じ、会社を解散しました。

悔しかったことは申すまでもありません。時を同じく

して倫理と出会いました。断れない友人からの誘いで

した。米沢市倫理法人会設立の時に「倫理とは何か」

という話しをうかがい、長年私がさがしもとめた人生

の規範というべきことが解ったのです。何ら新しくも

難しくもないあたりまえのことでした。それは、「自

分が変われば相手も変わる」この一つの言葉でした。

頭では解っておりましたが、実践がともなわなかった

のです。一つ一つ実行しました。私の廻りは大きく変

わりました。それでも会社はもどりません。65才です。

③『一人一人の心に火を灯そう』

①株式会社多田木工製作所　代表取締役

②天童市倫理法人会は設立４年目。会員各社まだまだ

思考錯誤の単会です。

　平成17年度までの会員目標は115社。それに対し

て現在54社と達成率は50％弱（平成17年２月現在）

ですが、ここに来て会員の減少もなく、事実上の本会

員が形成されつつあります。

　今後はこの会員を核として目標達成に向けて更なる

普及拡大に邁進することはもちろん、会員一人一人が

自らの実践をとおして活力ある元気な倫理経営企業づ

くりをめざして“打つ手は無限”を念頭に「実践実践

また実践　やってやれないことはない　やらずにでき

るわけはない」が挨拶代わりにでてくるように、たえ

ず原点を忘れず「日本創生　普及は宝　いざ行こう」

のスローガンのもと目標達成を目指します。

③『一秒を二秒に活かせ

　　　　時間は黄金に勝る』

①丸菱食品株式会社　代表取締役社長
②山形県倫理法人会会報創刊おめでとうございます。
　Ｈ15.6.17に倫理との出会いが始まる。主力銀行支
店長の紹介にてシベール社長・熊谷眞一氏と企画室長
の高橋氏と来社。実は二月より倫理法人会設立の会員
拡大の為、寒河江市内の企業訪問をしている最中との
こと。創設者丸山敏雄先生の話。戦後教育の荒廃に苦
慮され、純粋倫理を中心に正しい倫理経営を出来る人
づくり、仲間づくりをしているとのこと。教育改革、
日教組の活動に大変不満を持っている一人としてすぐ
入会する。
　Ｈ15.7.31、設立総会に向け会長の重責も引き受け
てしまう。７月31日全国各地より来賓、倫友の御出
席をいただき、寒河江市倫理法人会が設立され船出す
る。早や１年８ケ月。多くの倫友の講話をいただき、
多くの本を読み、指導を受け人間的に大きく変化させ
ていただき感謝しております。
③『人生すべて出会いから始まる
　　出会いは宝
　　苦難は幸福の門
　　今日は最良の一日
　　即行、即止は今年の目標』

①進和ラベル印刷株式会社　代表取締役
②私が山形市倫理法人会に入会のきっかけは、現在、山形県
倫理法人会相談役㈱シベール熊谷社長のご紹介で平成４年の
ことでございます。当時まだ創業５年目で、「この先経営は
本当に大丈夫なのか？」そんな不安と危機感でいっぱいの時
に「倫理法人会というところに入会する余裕などあるのだろ
うか？でもシベールさんは大事なお客様だし断る訳にもいか
ない」という不順な動機で入会いたしました。年月が流れる
のは早いもので今年４月からは会社設立19期目に入ります。
いろんな事がありましたが、現在社員43名、庄内営業所と
東京営業所も新設することができました。創業当初は無我夢
中でなんでも我流で経営をやっておりましたが、社員が多く
なるにつれ、事を成就するには原理原則があると気づかせて
くれたのは倫理法人会との出会いです。まずはあいさつ、返
事、礼儀、後始末、感謝、そして毎朝全員参加の社内朝礼を
実践しております。その継続の力と元気な社風がお客様満足
に繋がると考えております。
　これからも明朗・愛和・喜働の万人幸福の道を心して経営
に取り組んでいきたいと思います。今でこそ言えますが、熊
谷社長から倫理法人会に入会を勧めてもらっていなければ「今
はなかった」といっても過言ではありません。感謝！
　最後に経営環境は未だ混迷状態ですが、まずは倫理経営を
実践し、１社でも元気な企業体質を創ってほしいものです。
③『目標は高く　頭は低く　実践は足元から』
　『才は徳の資なり、徳は才の師なり』

①酒田米菓株式会社　代表取締役会長

②母なる川“最上川”の発刊おめでとうございます。

　米沢から酒田まで、倫理が最上川の流れのように県

内を貫きました。

　私と倫理の出会いは長いのですが、ただ自分だけの

生活規範として気楽にやってきておりました。

　昨年、６月29日、酒田市倫理法人会が設立されま

した。熊谷県会長（当時）はじめ会員各位の目標に向

けての熱い志と執念深さに、初めて本気になって会員

入会勧誘に走り回りました。“信成万事”はそれまで

何百回と読んだことでしょう。頭では理解している。

しかし今回は考える余地がないほど切羽詰った中で、

ただ、必ず出来る！の思いだけで夢中になって飛び込

み勧誘をしました。“動いてみよう”のバッジの大切

さをしみじみと感じるとともに、倫理の醍醐味を味合

わせていただきました。“人の喜びをわが喜びに”会

員の皆様にも味合わせてやらねばと思っています。

③『人生にムダはない』

①秋山鉄工株式会社　代表取締役

②倫理と出会って変わったこと、ですかあ。

　何と言っても、「人との出会い」に尽きますねえ。

設立準備の３ヶ月間で約400人。その後も約150人と

お目にかかりましたから。そのうちの100人くらいと

はかなりの長時間に渡ってお話させていただきました。

　この会の設立がなければ一生お話しすることも無か

ったであろう、多くの人たちとのご縁を頂いたことが

何よりの財産になりました。

　もう一つ以前と変わったことは、お墓の掃除をする

ようになったことですね。

　あっ、もう一つありました。本業をやっている時間

がかなり少なくなりました。これは決して悪いことば

かりでもなくて、良い面も沢山あるんです。

③『努力は積み重ねるから崩れる』

山形市倫理法人会

会　長 中　村　恒　一

米沢市倫理法人会

会　長 上　杉　勝　己

天童市倫理法人会

会　長 多　田　竣　一

寒河江市倫理法人会

会　長 中　村　俊　光

酒田市倫理法人会

会　長 佐　藤　　　茂

鶴岡市倫理法人会

会　長 秋　山　周　三

山形市蔵王倫理法人会

会　長 晋　道　純　一

　倫理法人会は、実行によって直ちに正しさが証明でき

る純粋倫理を基底に、経営者の自己革新をはかり、心の

経営をめざす人々のネットワークを拡げ、共尊共生の精

神に則った健全な繁栄を実現し、地域社会の発展と美し

い世界づくりに貢献することを目的とした団体である。

これがため以下「活動指針」と「会員心得」を掲げる。
　
【倫理法人会活動指針】
　１．倫理の学習と実践の場を提供し、よりよい生活習慣

　　とゆたかな人間性をそなえたリーダーを養成する。

　２．深く家族を愛し、篤く祖先を敬い、なごやかでゆる

　　ぎない家庭を築く人を育てる。

　３．「明朗」「愛和」「喜働」の実践により、躍動する職場

　　づくりを推進する。

　４．愛と敬と感謝の経営をめざす会員の輪を拡げ、各種

　　の活動をとおして地域社会の発展に寄与する。

　５．自然を畏敬・親愛し、「地球人」たる自覚を深め、環

　　境の保全と美化に貢献する。
　
【倫理法人会会員心得】
　１．朗らかに働き、喜びの人生を創造します。

　２．約束を守り、信頼の輪をひろげます。

　３．人を愛して争わず、互いの繁栄をねがいます。

倫理法人会憲章倫理法人会憲章

①企業名・役職名　　②倫理と出会ってどのように変わりましたか？　　③大好きな言葉（モットー）各単会長挨拶
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各単会の報告各単会の報告

　

山
形
市
倫
理
法
人
会
は
、
平
成
二
年
の
初
め

に
設
立
の
桟
運
が
盛
り
上
が
り
、
平
成
二
年
五

月
三
十
一
日
に
第
一
回
目
の
設
立
準
備
委
員
会

の
開
催
、
平
成
二
年
十
月
十
五
日
山
形
県
準
倫

理
法
人
会
と
し
て
設
立
、
一
年
後
の
平
成
三
年

九
月
十
八
日
山
形
県
倫
理
法
人
会
へ
の
昇
格
、

平
成
十
二
年
五
月
十
五
日
県
倫
理
法
人
会
か
ら

独
立
し
山
形
市
と
し
て
設
立
、
以
上
の
経
過
を

た
ど
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
度
の
活
動
重
点
目
標
は
一
・
Ｍ

Ｓ
参
加
社
四
〇
人
、
二
・
会
員
普
及
拡
大
一
三

〇
社
、
三
・
経
営
者
の
集
い
六
回
開
催
で
す
。

日
本
創
生
の
た
め
に
全
会
員
一
丸
と
な
り
、
全

力
で
活
動
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
、
核
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
た

メ
ン
バ
ー
が
五
十
歳
代
と
い
う
若
さ
で
急
逝
い

た
し
ま
し
た
。
一
〇
〇
社
達
成
の
目
標
を
決
め

て
こ
れ
か
ら
と
い
う
矢
先
で
し
た
。
落
胆
の
中

で
私
た
ち
は
是
が
非
で
も
目
標
達
成
を
と
い
う

使
命
感
で
東
奔
西
走
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
大
幅
な
拡
大
こ
そ
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

〝
真
の
倫
理
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
活
力
あ
る

元
気
な
倫
理
経
営
企
業
づ
く
り
〞
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
会
員
同
士
が
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
に
は
い
り
ま
し
て
、
県
知
事
選
挙
、
天

童
市
長
選
挙
と
落
ち
着
か
な
い
日
々
で
し
た
が
、

こ
こ
に
き
て
や
っ
と
平
静
が
保
た
れ
只
今
四
月

十
九
日
開
催
の
経
営
講
演
会
の
準
備
に
追
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
米
沢
市
倫
理
法
人
会

で
す
。
米
沢
で
は
例
年
に
な
く
雪
が
多
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
毎
週
木
曜
日
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
の
会
場
に
熱
い
想
い
の
会
員
さ
ん
が
足
を

運
ん
で
き
て
い
ま
す
。
経
営
に
倫
理
を
生
か
し
、

明
確
な
使
命
感
を
持
っ
て
少
し
で
も
良
く
し
て

強
い
会
社
に
し
よ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
五
月
に
開
催
さ
れ
る
倫
理
経
営
講
演
会

を
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
聞
い
て
頂
こ
う

と
上
杉
会
長
を
中
心
に
組
織
の
活
性
化
を
図
り

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
「
な
せ
ば
な
る
」
の
上

杉
謙
信
翁
の
精
神
で
会
員
数
の
増
強
、
そ
し
て

経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、
会
員
一
丸
と
な

っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
会
員
名
簿
の
編
集
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
、
作
成
は
会
員
様
の
住
所
・
氏
名
そ
の
他
の
確
認

か
ら
始
め
ま
し
た
。
日
頃
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
熱

心
に
参
加
さ
れ
て
い
る
会
員
様
と
、
た
ま
に
お
会
い
す
る

会
員
様
、
は
た
し
て
会
員
だ
っ
た
か
な
と
思
わ
れ
る
会
員

様
と
倫
理
活
動
に
か
な
り
差
が
あ
る
な
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
一
〇
〇
名
を
超
え
る
会
員
の
は
ず
な
の
に
、
い
つ
も

顔
を
合
わ
せ
て
い
る
方
々
と
そ
う
で
な
い
方
々
と
は
、
ど

う
し
て
も
倫
理
へ
の
理
解
に
差
が
で
き
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
広
報
委
員
長
と
い
う
立
場
で
す
か
ら
、
何
が
何
で

も
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
へ
た
を

す
る
と
早
朝
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
は
行
っ
た
り
行
か
な
か
っ
た

り
の
人
間
で
す
が
、
辛
う
じ
て
倫
理
を
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
だ
な
と
い
う
こ
と
に
も
気
付
き
ま
し
た
。

実
際
、
先
生
方
の
倫
理
に
つ
い
て
の
実
践
体
験
を
お
聴
き

す
る
こ
と
は
、
私
の
人
生
の
中
で
な
ん
と
い
う
幸
せ
な
の

か
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

　

山
形
市
蔵
王
倫
理
法
人
会
の
会
員
名
簿
に
は
顔
写
真
が

入
っ
て
い
ま
す
。
会
員
様
全
員
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
お
互

い
の
顔
が
わ
か
る
こ
と
で
少
し
で
も
親
近
感
を
感
じ
、
誘

い
誘
わ
れ
し
て
入
会
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
会
員
様
が
倫
理
を
勉
強
し
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
六
月
二
十
九
日
酒
田
市
倫
理
法

人
会
を
立
ち
上
げ
以
来
、
一
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
一
周
年
記
念
行
事
ま
で
に
、
当
会
の

本
年
度
目
標
達
成
め
ど
を
つ
け
よ
う
と
動
き
始

め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

思
え
ば
去
年
の
四
月
は
当
会
は
在
せ
ず
、
設

立
の
会
員
目
標
一
〇
〇
社
は
雲
の
上
の
数
字
で

し
た
。
し
か
し
今
は
違
い
ま
す
。
目
標
を
達
成

し
、
「
信
成
万
事
」
を
具
現
で
き
た
か
ら
で
す
。

　

今
年
も
六
月
末
ま
で
に
、
会
員
目
標
一
一
〇

社
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
出
席
者
数
三
〇
名

の
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
共
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
七
月
三
十
日
、
名
目
上
一
〇
〇
社
、
実

質
九
十
五
社
で
設
立
。
そ
の
節
は
、
前
会
長
の

熊
谷
様
は
じ
め
、
多
大
な
お
力
添
え
を
い
た
だ

い
た
皆
々
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
は
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
は
じ
め
、

通
常
パ
タ
ー
ン
を
粛
々
と
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
朝
礼
研
修
。
会

員
の
皆
様
の
お
手
本
と
な
る
べ
く
、
先
頭
を
切

っ
て
自
社
の
朝
礼
変
革
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

役
員
の
役
割
分
担
が
不
明
確
な
と
こ
ろ
も
あ

り
、
ま
だ
組
織
的
に
動
け
る
ま
で
に
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

山形市
倫理法人会
山形市
倫理法人会

天童市
倫理法人会

米沢市
倫理法人会
米沢市
倫理法人会

寒河江市
倫理法人会
寒河江市
倫理法人会

鶴岡市
倫理法人会

天童市
倫理法人会

鶴岡市
倫理法人会

酒田市
倫理法人会
酒田市
倫理法人会

山形市蔵王
倫理法人会
山形市蔵王
倫理法人会

《倫理法人会とは…》
現代は、一時的な不況対策というような姑息な手段や小手先だけの

経営術で生き残れる時代ではありません。企業を真に活性化するに

は、経営にあたる姿勢、つまり心次第です。倫理研究所の提唱する

純粋倫理を企業に導入することによって、真の経営理念を確立して

いただき、職場に「明朗・愛和・喜働」の精神を満たし、職場を意

欲に燃えたヤル気集団・実践集団にして、企業の繁栄に寄与するこ

とを目指すのが法人会制度です。

《倫理法人会の各種活動》
　＊モーニングセミナー　＊経営者の集い　＊ナイトセミナー

　＊経営倫理講演会　＊幹部セミナー　等々

《経営者の集い》
経営者の集いは、会員相互の親睦をはかり、経営上の情報交換をす

る場でもあります。月々、いろいろなテーマを決め、講話を聞き、

専業経営の苦心談や成功談を語り合うなど、自由な形式で開催され

ます。

　

● 会費と特典 ●

● 会費　法人会費　入会金10,000円

　 　　　月額（１口に付）10,000円（何口でも可）

● 特典

　１．月刊誌「職場の教養」（非売品）を毎月30冊贈呈します。

　２．経営倫理指導が受けられます。

　３．社員教育及び朝礼指導が受けられます。

　４．希望により倫理研究所の教育施設「富士教育センター」で各種

　　企業セミナーが受講できます。（会員には割引制度あり）

企業に倫理を　職場に心を企業に倫理を　職場に心を企業に倫理を　職場に心を

　

倫
理
法
人
会
を
会
員
の
み
な
ら
ず
、
家
族
の

方
に
も
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
去
る
一

月
二
十
二
日（
土
）、
寒
河
江
市
倫
理
法
人
会
新

春
家
族
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
催
物
と
し
て
新
春
に
ふ
さ
わ
し
く
尺

八
と
琴
の
演
奏
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

料
理
は
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
フ
ル
コ
ー
ス
で
、

和
気
あ
い
あ
い
と
な
ご

や
か
な
一
時
を
過
ご
し
、

楽
し
い
新
春
家
族
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
輪
が
よ
り
一

層
広
が
っ
た
よ
う
で
す
。

入会のおすすめ
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私
事
、
広
報
委
員
長
を
委
嘱
さ
れ
た
時
は
、
広
報
誌
の
発
刊
を
す
る

こ
と
に
な
る
と
は
予
想
だ
に
せ
ず
、
お
引
受
致
し
ま
し
た
。
中
学
生
の

頃
、
放
課
後
ガ
リ
バ
ン
で
手
を
真
黒
に
し
て
ク
ラ
ス
便
り（
？
）を
印
刷

し
た
淡
い
思
い
出
が
ほ
ん
の
り
と
蘇
り
ま
し
た
が
、
何
故
か
今
回
は
い

ま
い
ち
気
持
ち
が
前
に
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

「
何
事
も
逃
れ
て
い
る
と
、
い
つ
ま
で
も
心
の
負
担
が
つ
き
ま
と
う
、

心
が
先
だ
」。
よ
う
や
く
初
春
の
頃
か
ら
腰
を
上
げ
た
所
で
あ
り
ま
す
。

　

お
陰
様
で
今
回
広
報
誌
を
創
刊
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
共

会
員
の
皆
様
の
御
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
桜
井　

記
）

　

平
成
十
七
年
度
倫
理
経
営
講
演
会
が
、

日
本
創
生
の
心
「
小
さ
な
こ
と
か
ら
会

社
は
変
わ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
月
十

四
日（
月
）山
形
市
倫
理
法
人
会
・
山
形

市
蔵
王
倫
理
法
人
会
の
主
催
で
、
オ
ー

ヌ
マ
ホ
テ
ル
を
会
場
に
し
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

事
業
体
験
報
告
は
、
飯
田
市
倫
理
法

人
会
相
談
役
・
㈲
福
島
木
工
代
表
取
締

役
福
島
秀
治
氏
の
「
気
力
と
体
力
か
ら

仕
事
が
生
ま
れ
る
」
と
題
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
講
演
と
し
て
法
人
局

普
及
事
業
部
主
席
・
九
州
沖
縄
方
面
方

面
長
藤　

正
剛
氏
の
日
本
創
生
の
心

「
小
さ
な
こ
と
か
ら
会
社
は
変
わ
る
」

と
題
し
て
講
演
が
行
な
わ
れ
、
三
二
〇

人
の
聴
衆
者
は
真
剣
に
拝
聴
し
、
有
意

義
な
講
演
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

鶴
岡
市
倫
理
経
営
講
演
会
は
三
月
九

日（
水
）大
成
功
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

伊藤　明彦

千葉　昭男

鈴木　貞子

木村　健彦

中村　恵一

相田　晃輔

宮下　　徹

稲毛　勝敏

佐々木新次

奥山　正明

岡崎　大造

桜井　　仁

鈴木　隆一

佐藤　靖之

金子　昌弘

佐藤　　茂

加藤　　聡

井上　義裕

秋山　周三

佐藤　和人

㈱伊藤製作所

カーチェック㈱

八百坊温泉

㈱木村醤油店

㈱大清

相田建設㈱

北日本無線㈱

㈲三友医療

アロエベラオブ東北

㈱奥山会計事務所

ニットオカザキ

布施建設㈱

㈱でん六

㈱たくみ

㈱エム・エス・アイ

酒田米菓㈱

加藤総業㈱

㈱新和設備

秋山鉄工㈱

山形総販㈱

山形市倫理法人会

米沢市倫理法人会

天童市倫理法人会

寒河江市倫理法人会

山形市蔵王倫理法人会

酒田市倫理法人会

鶴岡市倫理法人会

編 集 後 記編 集 後 記 山形県倫理法人会県内レクチャラー名簿山形県倫理法人会県内レクチャラー名簿

○
天
童
市
倫
理
法
人
会

　

倫
理
経
営
講
演
会

　

平
成
十
七
年
四
月
十
九
日（
火
）

○
寒
河
江
市
倫
理
法
人
会

　

倫
理
経
営
講
演
会

　

平
成
十
七
年
五
月
十
二
日（
木
）

○
米
沢
市
倫
理
法
人
会

　

倫
理
経
営
講
演
会

　

平
成
十
七
年
五
月
十
九
日（
木
）

今
後
の
倫
理
経
営
講
演
会
の
予
定

今
後
の
倫
理
経
営
講
演
会
の
予
定

倫
理
経
営
講
演
会
開
催
さ
れ
る
!!

倫
理
経
営
講
演
会
開
催
さ
れ
る
!!

倫
理
経
営
講
演
会
開
催
さ
れ
る
!!

藤　正剛氏

福島秀治氏


